
みなさんからの請願・陳情（委員会審査状況）

委
員
会
行
政
視
察
報
告

委
員
会
行
政
視
察
報
告

　

議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、市
民
の
声
を
聴
く
会
等
、

市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、プ
ラ
ン
は
１
年
以
内
の
短

期
、２
年
以
内
の
中
期
、２
年
を
超
え
る
長
期
と
し
て
、

目
標
達
成
期
間
を
定
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

議
会
基
本
条
例
案
を
十
分
協
議
し
、市
民
説
明
会
の

開
催
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、市
民
か
ら

の
意
見
を
参
考
に
、市
議
会
の
考
え
方
を
示
し
、基
本

条
例
案
を
修
正
し
制
定
し
て
い
る
。

　

議
員
定
数
や
、議
員
報
酬
に
つ
い
て
、議
会
報
告
会

で
の
意
見
交
換
を
経
て
議
会
改
革
推
進
協
議
会
で
検

討
を
行
う
な
ど
、住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
議
会
改

革
を
行
っ
て
い
る
。

江別市役所にて

請
願
第
１
号

練
貫
新
田
地
区
へ
の
市
水
道
早
期
開
設
に

関
す
る
請
願

（
平
成
26
年
8
月
提
出
）

（
紹
介
議
員
）　

  　
　

 

印
南　

久
雄　

議
員

（
提
出
者
）

大
田
原
市
練
貫
５
８
７

練
貫
自
治
会
長　

吉
際　

昇

（
請
願
の
趣
旨
）  
練
貫
新
田
地
区
へ
市
の
水

道
水
を
供
給
す
る
た
め
水
道
管
敷
設
を
求
め

る
も
の

（
建
設
産
業
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結

果
）　

審
査
で
は
、水
道
管
の
敷
設
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か
り
、財
政
的
に
も
厳
し
い
と

思
わ
れ
る
が
水
道
管
の
敷
設
は
市
民
の
公
平

性
、平
等
性
を
考
え
れ
ば
必
要
で
あ
る
と
い

う
意
見
や
、将
来
的
に
市
水
道
水
が
供
給
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
、と
い
う
請
願

に
賛
同
す
る
意
見
が
多
数
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、採
決
に
お
い
て
は
全
会
一
致
で
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

請
願
第
２
号

「
手
話
言
語
法（
仮
称
）」の
制
定
を
求
め
る

意
見
書
に
関
す
る
請
願

（
平
成
26
年
8
月
提
出
）

（
紹
介
議
員
）　

  　
　

星　
　

雅
人　

議
員

君
島　

孝
明　

議
員 

（
提
出
者
）

宇
都
宮
市
若
草
1
‐
10
‐
6　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
内
一
般
社
団
法
人
栃
木

県
聴
覚
障
害
者
協
会

理
事
長　

稲
川　

和
彦

（
請
願
の
趣
旨
）  

手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、

研
究
す
る
こ
と
な
ど
の
環
境
整
備
を
目
的
と

し
た「
手
話
言
語
法（
仮
称
）」を
制
定
す
る
よ

う
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の

（
民
生
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）　

　
審
査
で
は
、請
願
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
が
、今
の
社
会
に
合
っ
た

法
律
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

採
決
に
お
い
て
は
全
会
一
致
で
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

陳
情
第
１
号

那
須
地
区
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
存
続
に

関
す
る
陳
情　

（
平
成
25
年
12
月
提
出
）

（
提
出
者
）

那
須
塩
原
市
宇
都
野
１
９
２
‐
１

　

大
田
原
と
場
あ
り
か
た
検
討
会

呼
び
か
け
人
代
表　

倭
文　

輝
男

（
陳
情
の
趣
旨
）  

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
の
所
有
す
る
那
須
地
区
広
域
食
肉
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
が
平
成
30
年
に
決
ま
っ
て
い
る

が
、畜
産
農
家
に
と
っ
て
貴
重
な
同
施
設
の

存
続
を
求
め
る
も
の

（
建
設
産
業
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結

果
）　

平
成
26
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会（
６

月
議
会
）に
お
い
て
継
続
審
査
と
な
り
、閉
会

中
の
９
月
１
日
に
委
員
会
を
開
催
す
る
な
ど

し
て
栃
木
県
や
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
な
ど
の
関
係
機
関
の
食
肉
セ
ン
タ
ー
統
合

に
関
す
る
活
動
状
況
を
見
な
が
ら
審
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、食
肉
セ
ン
タ
ー

統
合
状
況
に
関
し
進
展
が
見
ら
れ
ず
、引
き

続
き
統
合
状
況
を
鑑
み
て
審
査
を
行
い
た
い

た
め
、本
委
員
会
で
は
再
度
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

陳
情
第
３
号

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
等
を
容
認
し
た
閣

議
決
定
の
撤
回
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情

（
平
成
26
年
8
月
提
出
）

（
提
出
者
）

大
田
原
市
北
金
丸
２
６
０
０
‐
７

鈴
木　

庸
一

（
陳
情
の
趣
旨
）  

閣
議
決
定
に
よ
る
憲
法
解

釈
変
更
の
手
続
き
に
異
議
を
唱
え
、そ
の
撤

回
を
求
め
る
よ
う
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
も
の

（
総
務
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）　

　
審
査
で
は
、閣
議
決
定
を
撤
回
す
べ
き
と

い
う
意
見
と
、閣
議
決
定
の
柱
と
な
っ
て
い

る
要
件
は
行
使
を
容
認
す
る
内
容
で
は
な
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、起
立
に
よ

る
採
決
を
行
い
、起
立
多
数
に
よ
り
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

陳
情
第
４
号

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
閣
議

決
定
の
撤
回
に
関
す
る
陳
情

（
平
成
26
年
8
月
提
出
）

（
提
出
者
）

宇
都
宮
市
中
戸
祭
町
８
２
１
栃
木
県
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
内　

戦
争
を
さ
せ
な
い
全
国
署

名
栃
木
県
連
絡
会共

同
代
表　

太
田
う
る
お
う

（
陳
情
の
趣
旨
）  

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

容
認
す
る
閣
議
決
定
を
撤
回
す
る
よ
う
国
に

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の

（
総
務
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）　

　
審
査
で
は
、閣
議
決
定
を
撤
回
す
べ
き
と

い
う
意
見
と
、閣
議
決
定
の
柱
と
な
っ
て
い

る
要
件
は
行
使
を
容
認
す
る
内
容
で
は
な
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、起
立
に
よ

る
採
決
を
行
い
、起
立
多
数
に
よ
り
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会　

８
月
５
日
〜
７
日

一
　
北
海
道
千
歳
市

　
　「
議
会
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」

一
　
北
海
道
千
歳
市

　
　「
議
会
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」

二
　
北
海
道
江
別
市

　
　「
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
」

二
　
北
海
道
江
別
市

　
　「
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
」

三
　
北
海
道
当
別
町

　
　「
議
会
改
革
に
つ
い
て
」

三
　
北
海
道
当
別
町

　
　「
議
会
改
革
に
つ
い
て
」

（
所
管
事
項
調
査
）

おおたわら市 議会だより(13) 平成 26 年11月1日


